
極点図の測定からODF解析 

RINT2000で極点図を測定し 

ＡＳＣＩＩ変換を行って 

ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２で極点図処理を行い 

ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦでＯＤＦ解析を行い 

ＯＤＦ図、極点図、逆極点図の評価を行う 
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説明項目 

• 光学系の調整と数え落とし補正 

• 極点図測定 

• 極点図処理 

  バックグランド、 平滑化、 ｒａｎｄｏｍ補正 

     規格化、 Ｒｐ％の最適化 

• ＯＤＦ解析 

• ODF図、 再計算極点図、 逆極点図 
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光学系の調整と数え落とし補正 
極点図測定では、測定試料を回転（θ軸）、煽り（α軸）、回転（β軸）させて測定が行なわれる。 
Ｘ線は、この回転軸の中心に入射させなければなりません。 
更に、配向が強いと回折されるＸ線強度は強く、数え落としが発生し、正確な極点図が測定出来ません。 
対応 
   極点測定と同一なＸ線条件（ｋＶ，ｍＡ）で光学系の調整を行う 
   使用する波長の数え落とし調整を行う 

 ゴニオメータの調整 
 十分な吸収板を検出器の前に挿入してゴニオメータを調整 
 使用する管球によるＰＨＡ調整を行う。 
 数え落とし補整を行う 
 極点試料台の調整 
 十分な吸収板を検出器の前に挿入して極点試料台を調整 
      ２θ、θ、θxの調整 
  
  

3 



極点図の測定 
Ｓａｍｐｌｅ、ｒａｎｄｏｍ試料によるプロファイル測定 
   DS=1/2、SS,1/2、RS=0.3mm、Schulzスリットなし、θ/θスピード20deg/min,0.05degstep 
極点図測定角度の決定 
  

５２．４ 

９９．７ 

７７．２ 

ピーク位置とバックグランド測定角度を決定する。 
バックグランド角度は、ピーク位置の±3deg角度とする（ｋβに注意） 
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極点図の測定条件 
Sampleサイズは出来るだけ大きくする。 
粒径は１０ミクロンを超える場合、γ揺動（２０ｍｍ ｏｒ １０ｍｍ）を用いる 
モノクロメータは使用しないで、Ｋβフィルタを用いる 
ファイル名、ホルダ名にスペースは使わず、ファイル名の先頭は指数を入力する。 

光学系調整時のkV-mAを指定 

BG測定は２点測定を指定 

揺動を行う場合、１周期の倍数（300,150,75） 
揺動なしの場合、720でも可能 

試料サイズが小さい場合、1/4,1/6を使用 
 
Cubicの場合、7mm(185) 12ｍｍ（200以上） 

プロファイル測定で決めた角度を入力 

バックグランド測定は１点測定 
スピードは極点測定の1/5程度 
スリット幅は、極点測定と同一 

5 粒径の確認は、ピーク確認時の最大ピーク角度によるロッキングカーブ確認で行う。複数のピーク状であれば揺動が必要 



測定データ（Rａｗ)からテキストデータ（ＡＳＣＩＩファイル）変換 
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測定データの拡張子はＲａｗのバイナリーデータ 

リガク－ユーティリティのアスキー変換ソフトウエアで一括変換 

以降扱うファイル形式 



Random試料(アルミニウム代用）の登録 
Random試料をバックグランド除去し、defocusテーブルに登録 

2. ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ除去指定 

1. ASCデータを複数選択 

3. 処理開始 
  処理結果のTXT2データ 

4. 処理結果の登録 

登録されたdefocusテーブ
ルが表示される 
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極点図処理（バックグランド） 
1.複数のASCファイル選択 

2.BG-Measure(Calc)でプロファイル表示 

バックグランドを拡大 

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ処理の変更 ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞﾌﾟﾛﾌｧｲﾙが凸凹しない 
極点図の外周方向でdefocus性 
極点図の中心が持ち上がらない 

異常がある場合、ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞの処理方法を変える,Inhibitによる特異ﾃﾞｰﾀの削除 
PoleBackgroundEditorによるﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝﾄﾞ曲線の変更 
バックグランドは実測値でなければ計算出来ません 
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極点図処理(平滑化） 
極点図を碁盤の目で表し、上下共、Weightによる３点による移動平均を 
Cycle繰り返す 
以下の例は 
４Cycles-10Weight, 2Cycles-10Weigjht, 1Cycle-10Weight 

粒径が粗い場合、極点図の平滑化を行う 
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Defocus補正 
光学系の補整をrandom試料を用いて補正する。代用randomでは相対強度が異なるため、規格化が必用 
Random試料が入手出来ない場合、粉末試料を用いる。或いは計算で行う。 
計算で行う場合、defocus＋内部規格化が行われる。 

random試料 

random試料+内部規格化 

Random試料としてアルミニウムを用いた 
相対強度が異なるため、密度が異なる 

ODFに読み込まれると 
同一の内部規格化が行われる 
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Defocus補正（内部計算との比較） 

CTRソフトウエアは、defocus曲線を計算する機能がある。 
Random試料+内部規格化と比較 

Defocusの内部計算 

random試料(ｱﾙﾐ)+内部規格化 

Defocusの内部計算とrandom試料＋内部規格化は同一の結果が得られる 
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Rp%の最適化 
ODF解析が行われると、入力極点図と再計算極点図からRp%が計算される。 
このRp%の最適化を行う。  

最適化前  最適化後  

12 最適化前後でRp%は同一であり、測定データは正常と考えられます 



ODF解析データを作成 

各種ODF入力データを作成する 

13 
StandardODFとLaboTex用入力データを作成する。 



ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ解析 

解析データのExport 

Error評価 

14 極点処理時とRp%は同一 



ODF図 
各種ODFで計算された結果はGPODFDisplayで表示し、Fiber解析、ODF方位密度の計算を行います。 
計算結果に対して平滑化も行えます. マウスカーソル位置をリアルタイムで方位解析を行います 
LaboTexなどの直接法では、Minの値がrandomレベルを表します。StandardODFでは、ゴーストもため、Minは扱えません。 

BCC-Fiber 

FCCでは、α-Fiberとβ-Fiberを扱います。 15 

表示等高線本数制限なし 



極点図 
各種ODFが計算するODFデータをMakePoleFileを経て、GPPOleDisplayで表示できます。（等高線表示本数に制限なし０．００１でも可能） 

16 
極点図は各種備えてあります。 

3D極点図 

等高線４０本の絶対密度極点図 

等高線４０本の相対密度極点図 

等高線レベル表示付き 



逆極点図 
各種ODF計算結果の逆極点図をGPInverseDisplayで表示し方位計算を行います。36Box表示はInverseDisp2で行います。 

マウスカーソルに対する方位計算をリアルタイムで行います 17 

表示等高線本数制限なし 



参考(LaboTexのVolumeFraction) 
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入力極点図から計算したMin=0はrandomレベルは０である 
 
VolumeCrationで計算したMin=14.2%は 
その他の方位＋randomが14.2％である事を表します。 
 
 

入力極点図から計算したODF図            VolumeFractionから計算したODF図 

方位密度のMax,Minには重要です 


